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保
育
所
入
所
案
内

送り迎え・保育時間等

保育時間等

◎送迎

子どもの交通事故防止等のため、保護者の方にしていただきます。

◎給食

■３歳未満児：主食（ごはん、パン）、副食とも保育所で用意

■３歳以上児：主食持参、副食は保育所で用意

◎保育時間等

●昼間：午前７時３０分～午後４時

※保護者の勤務状態により、長時間保育（午後４時から６時）及び

延長保育（午後４時から７時）も実施しています。

●休日（鶴が丘乳児保育園）：日曜日、祝日の午前７時から午後１０

時まで（希望の方は保育園に相談してください）

●０歳児からの保育については、鶴が丘乳児保育園・向陽台保育

園及び向粟崎保育所で実施しています。

◇保育所の通所区域は、おおむね次の表の通りです。なお、各保育所の施設規模に応じ、入所できる児童数にも制限もあります
ので、ご了承ください。

注）長時間・延長保育欄の（ ）内は、土曜日の時間です。
平成１８年度より全町立保育所において土曜日の保育時間を午後６時まで延長する予定です。

申し込み方法
◇町内各保育所（園）に備えてあります「申込書」と必要な

添付書類等をそろえてお申し込みください。申し込み

にあたっては、申込書といっしょにお渡しする「保育所

入所申込のしおり」と記載例（見本）を参考にして、勤

務証明書等の記入もれがないようにご注意ください。

◎ 申し込み期間
１０月７日（金）～１０月２８日（金）まで
（午前９時～午後４時まで）
◎ 申し込み先
町内各保育所（園）
◎ 入所決定
平成１８年２月下旬

学
童
保
育
の
入
会
申
請

平
成
18
年
度
内

町
学
童
保
育

の
入
会
申
請
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

対
象：

平
成
18
年
度
小
学
生
１
〜
３

年
生
で
日
中
留
守
家
庭
等
で
適
切

な
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

受
付
期
間：

10
月
７
日（
金
）

〜
28
日（
金
）ま
で

受
付：

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ま
で

※
な
お
、
入
会
に
際
し
ま
し
て
は
、
入
会

資
格
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
参
考

平
成
17
年
度

学
童
保
育
料（
月
額
）７，
０
０
０
円

向粟崎保育所（町立）

緑台保育所 （町立）

鶴ヶ丘保育所（町立）

鶴ヶ丘東保育所（町立）

大根布保育所（町立）

宮坂保育所 （町立）

北部保育所 （町立）

鶴が丘乳児保育園（私立）

向陽台保育園（私立）

保育所名

向粟崎、旭ヶ丘、アカシア

緑台、千鳥台

宮坂、白帆台

西荒屋、室、湖西

町内全域

向陽台、千鳥台

鶴ヶ丘、大根布、大学、

大清台、ハマナス、

入所される住所地域
（概ねの目安）

19時まで（18時まで）

22時まで 休日・祝日・一時保育を実施

19時まで（18時まで）

長時間・延長保育

0歳児より

1歳児より

1歳児より

1歳児より

2歳児より

2歳児より

2歳児より

0～2歳児

0歳児より

保育年令

160名

80名

130名

90名

140名

43名

70名

90名

90名

予定定員

２３８－３６２６

２３８－９８５６

２８６－１１２５

２８６－２２２０

２８６－０１０６

２８６－０１０４

２８６－８４０５

２８６－０１３３

２３７－２６７７

電話番号

学童保育
クラブ名

向粟崎学童
保育クラブ

内 学童
保育クラブ

鶴ヶ丘学童
保育クラブ

北部学童
保育クラブ

清湖学童
保育クラブ

校下名

向粟崎
小学校

大根布
小学校

鶴ヶ丘
小学校

西荒谷
小学校

清湖
小学校

施設名
保育時間

平日 土曜日 日曜・祝日
電話番号

向粟崎
児童館

下校時より
１９時まで

８時１５分
より

１８時まで
休館

２３８－５７７１

２８６－１０３２

２８６－４６０７

２８６－５４３８

２３７－６０７１

内
児童館

鶴ヶ丘
児童館

内 町勤労
青少年ホーム

清湖
小学校

保育 入 申込が まります保育所入所申込が始まります
10月7日（金）～10月28日（金） 

平成18年度
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保
育
所
入
所
案
内

（
注
）休
校
の
場
合
の
保
育
時
間
は
8
時
15
分
よ

り
開
所
と
な
り
、
閉
所
時
間
は
上
記
と
同

じ
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
よ
り
、
全
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
土
曜
日
の
保
育
時
間
を
午
後

6
時
ま
で
延
長
す
る
予
定
で
す
。

保育所へ入所できる基準

保育所は、保護者が家庭の内外で仕事をしていたり、病気など
の理由により乳幼児を家庭で保育することができない場合に、
保護者に代わって保育することを目的とした児童福祉施設です。

保育料について
◇保育料は、入所する子どもと同一世帯で生計をとも

にしている家族（祖父母は生計の中心者である場合

に限る）の前年の所得税額等を基準として決定され

ています。また、２人以上の児童が入所される場合

には、保育料の一部軽減もあります。なお、平成１７

年度の保育料最高額は下記の通りです。

〔平成１７年度保育料（月額）〕

３歳未満児 ４５，７００円（最高額）

３歳以上児 ２７，４００円（最高額）

◇勤務されている方は「平成１７年分の所得

税源泉徴収票」、自営業の方は「確定申告

書の写し」を入所決定した保育所または

町民生活課へ平成１８年３月１５日までに

提出していただきます。

その他
◇現在入所している方で、平成１８年度も引き続き入所

する方も必ず申込書（継続）を希望保育所（園）に提出

してください。

◇平成１７年１月２日以降に内 町に転入された方は、

後日同年１月１日の住所地から平成１７年度分、市町村

民税の課税証明書を提出していただくことがあります。

◇入所希望の方は申込期間中いつでも見学できます。

◇家庭外労働

家庭の外で仕事をしているため、その児童の保育ができない。

◇家庭内労働

家庭の中で仕事をしているため、その児童の保育ができない。

◇病気、出産、障害等

病気、出産、心身障害等のため、児童の保育ができない。

◇病人の看護等

児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人が
居るため、その看護、介助で児童の保育ができない。

◇家庭の災害

火災、風水害、地震等の災害に遭い、
その復旧の間児童の保育ができない。

「保育所とは」

参考
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

平成17年9月11日執行

衆議院小選挙区選出議員選挙、衆議院比例代表選出議員選

挙、最高裁判所裁判官国民審査は、9月11日投票が行われ、即

日開票されました。

衆議院小選挙区選出議員選挙では、定数1人に対し、2人の

立候補届けがあり、新人の北村茂男氏が当選されました。

衆議院小選挙区選出議員選挙

北村 茂男

桑原 豊

8,240

5,801

（単位：票）

（※無効票 423票）

●開票結果

●内 町各投票区投票率
（衆議院小選挙区選出議員選挙）

衆議院小選挙区選出議員選挙投票率

衆議院比例代表選出議員選挙

社会民主党

国 民 新 党

民 主 党

自由民主党

公 明 党

日本共産党

448

735

4,176

6,487

1,524

752

（単位：票）

（※無効票 344票）

最高裁判所裁判官国民審査

裁判官氏名

古田 佑紀

中川 了滋

堀籠 幸男

今井 功

津野 修

才口 千晴

罷免を可と
するもの

罷免を可と
しないもの

記載を無効と
されたもの

982 12,831 0

888 12,925 0

948 12,865 0

889 12,924 0

906 12,907 0

930 12,883 0

（単位：票）

（※無効票 434票）

投票区

合 計

第1投票区
（向粟崎、旭ヶ丘）
第2投票区
（アカシア、向陽台）
第3投票区
（緑台）
第4投票区
（千鳥台）
第5投票区
（鶴ヶ丘１～３丁目）
第6投票区
（鶴ヶ丘４丁目）
第7投票区
（鶴ヶ丘５丁目、大根布と）
第8投票区
（大根布１～８丁目）
第9投票区
（大清台、大学、ハマナス）
第10投票区
（宮坂、北部土地区画）
第11投票区
（西荒屋、室、湖西）

当日有権者
（人）

投票者総数
（人）

投票率
（％）

3,398 2,327 68.48

2,060 1,515 73.54

1,393 1,004 72.07

1,935 1,281 66.20

2,523 1,717 68.05

1,605 1,144 71.28

1,077 784 72.79

2,463 1,644 66.75

2,148 1,315 61.22

945 716 75.77

1,366 1,017 74.45

20,913 14,464 69.16

※期日前投票・不在者投票を各投票区に振り分けた後の数値を使用しています。

選挙結果
（内 町分）



第
三
回
内

町
議
会
定
例
会
が
９
月
13
日

（
火
）か
ら
22
日（
木
）ま
で
の
全
10
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
次
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
度
各
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
認
定
に
付
し
ま
し
た
。

【
提
出
議
案
】

・・・・・・
可
決

●
平
成
17
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補
正
額

１
３，
８
５
０
千
円

補
正
後
総
額

７，
３
０
３，
５
５
０
千
円

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
の
追
加

・・・・・・
す
べ
て
可
決

●
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補
正
額

１
０，
８
０
０
千
円

補
正
後
総
額

７，
３
１
４，
３
５
０
千
円

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
費
用
等

の
追
加

●
平
成
17
年
度
内

町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額

６，
９
７
０
千
円

補
正
後
総
額

１，
４
７
４，
１
７
０
千
円

・
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
補
正
等

●
平
成
17
年
度
内

町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補
正
額

１
８
８
千
円

補
正
後
総
額

２，
２
４
０，
７
１
４
千
円

・
平
成
17
年
度
拠
出
金
等
の
確
定
に
伴
う
補
正

●
平
成
17
年
度
内

町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額

３
８
９
千
円

補
正
後
総
額

２，
０
５
３，
２
８
４
千
円

・
平
成
16
年
度
精
算
に
伴
う
補
正

●
平
成
17
年
度
内

町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額

△
１，
０
０
０
千
円

補
正
後
総
額

１，
０
８
１，
６
０
０
千
円

・
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
の
減
額

・・・・・・
す
べ
て
可
決

●
内

町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定

●
内

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
設
置

条
例
の
制
定

●
ゆ
と
り
の
中
で
未
来
を
拓
く
教
育
推
進
会
議

設
置
条
例
の
制
定

●
内

町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

評
価
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

●
内

町
立
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
設

置
条
例
の
制
定

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
介
護
休
暇
の
期
間
の
改
正

●
内

町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
山
林
原
野
等
で
の
喫
煙
の
禁
止
を
追
加
す
る

等
の
改
正

・・・・・・
可
決

●
北
部
土
地
区
画
白
帆
台
集
会
所
建
設
工
事

（
建
築
）

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

５
４
３．
６
９
㎡

・・・・・・
可
決

●
大
根
布
１
丁
目
３
８
０
番
１

大
根
布
第
一
町
内
会

・
地
縁
団
体
の
設
立
に
伴
い
、
覚
書
に
基
づ
き

真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
行
う
為

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

藤
田
賢
英（
再
任
）‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
同
意

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

小
島
晶
子（
新
任
）、
村
田
博
子（
再
任
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

松
川
幸
子（
新
任
）、
北
西
則
夫（
新
任
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
適
任

●
平
成
16
年
度
内

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
霊
園
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
16
年
度
内

町
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定

5
2005.10.5

第
三
回
町
議
会
定
例
会

◆
専
決
処
分
の
承
認

◆
予
算
に
関
す
る
議
案

◆
条
例
の
制
定
及
び
改
正

◆
請
負
契
約
の
締
結

◆
財
産
の
無
償
譲
渡

◆
人
事
案
件

◆
決
算
認
定

平
成
十
七
年
　

第
三
回
内

町
議
会
定
例
会
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職
員
出
前
講
座

まちづくり、一緒に学んでいきましょう

職員出前講座始まります！
○
職
員
出
前
講
座
と
は

み
な
さ
ん
の
集
会
や
学
習
会
な

ど
に
町
職
員
が
伺
い
、
ご
希
望
さ

れ
る
講
座
に
つ
い
て
話
を
し
ま

す
。
町
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
、
知
り
た
い
事
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

○
講
座
の
内
容
は

全
部
で
37
講
座
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
の
中
か
ら

受
講
し
て
み
た
い
講
座
を
選
び
、

講
座
実
施
担
当
課
へ
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
連
絡
先
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

○
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

受
講
で
き
る
方
は
町
内
に
お
住

ま
い
の
方
、
町
内
に
お
勤
め
の
方

で
、
概
ね
5
人
以
上
の
団
体（
自

治
会
、
地
域
の
各
種
団
体
、
サ
ー

ク
ル
、
企
業
な
ど
）で
す
。

講
座
の
開
催
時
間
は
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
、

１
講
座
２
時
間
以
内
で
す
。（
日

曜
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除

く
）業
務
の
都
合
で
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。

○
そ
の
他

会
場（
原
則
、
町
内
の
公
共
施

設
、
公
民
館
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）の
確
保
、
参
加
者
へ
の
周
知
、

講
座
の
進
行
な
ど
に
つ
い
て
は
、

申
込
み
者
が
行
っ
て
下
さ
い
。（
資

料
代
な
ど
の
実
費
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

一
覧
表
に
な
い
内
容
で
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

申
込
み
方
法

希
望
日
の
概
ね
2
ヶ
月
前
か
ら

2
週
間
前
ま
で
に
、
情
報
政
策
課

公
聴
広
報
室
へ
※
申
込
書
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

（
※
申
込
書
は
役
場
1
階
受
付
、

も
し
く
は
5
階
情
報
政
策
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。）

こ
の
講
座
は
、
勉
強
会
、
意
見

交
換
の
場
で
す
。
営
利
・
政

治
・
宗
教
に
関
す
る
団
体
の
場

合
や
、
も
っ
ぱ
ら
苦
情
・
要
望

等
の
趣
旨
の
場
合
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

No. 講　座　名 担当部署 No. 講　座　名 担当部署

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

防災対策について

交通安全と防犯対策

情報公開制度

選挙の仕組みについて

暮らしの税情報

内 町の財政と行財政改革について

男女共同参画について

内 町の情報化計画

次世代育成支援地域行動計画について

河北潟の水質浄化について

内 町のゴミ対策について

国民健康保険について

老人保健・老人医療について

国民年金について

介護保険制度について

障害者福祉制度について

健康づくりについて（御要望に応じます）

健診の見方・考え方

肥満解消のポイント

総務部総務課

総務部総務課

総務部総務課

総務部総務課

総務部税務課

まちづくり政策部企画財政課

まちづくり政策部情報政策課

町民福祉部町民生活課

町民福祉部町民生活課

町民福祉部町民生活課

町民福祉部健康推進課

町民福祉部健康推進課

町民福祉部健康推進課

町民福祉部介護福祉課

町民福祉部介護福祉課

保健センター

保健センター

保健センター

糖尿病予防のポイント

子どものおやつを考える

子どもを地域で見守ろう～児童虐待予防を考える～

河北潟干拓地農業の現状

商工・労働支援対策について

内 のまちづくりの歴史を学ぶ

内 町の教育支援制度について

内 町生涯学習事業の紹介

総合型地域スポーツクラブ「プラッツうちなだ」の紹介

歴史民俗資料館等の展示解説

まちかど歴史発見

国際交流活動について

子どもの本と図書館

暮らしの中の図書館活用術

風力発電所見学ツアー

内 町浄化センター見学ツアー

便所水洗化計画

火災から命や財産を守るために

保健センター

保健センター

保健センター

都市整備部産業振興課

都市整備部産業振興課

都市整備部都市建設課

教育委員会学校教育課

教育委員会生涯学習課

教育委員会生涯学習課

教育委員会生涯学習課

教育委員会生涯学習課

教育委員会生涯学習課

教育委員会生涯学習課図書館

教育委員会生涯学習課図書館

企業局水道電気課

企業局下水道課

企業局下水道課

消防本部消防署

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

まちづくり政策部企画財政課
女性施策推進室

（注）

10月より 受付開始 
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町
づ
く
り
談
話
室

パーソナルコンピュータ等購入業務

北部土地区画白帆台集会所建設工事監理業務委託

9月6日

9月9日

1

2

石川リコー（株）

（株）マック建築研究所

1,977,801

1,617,000

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

浄水場フェンス修繕

室2号マンホールポンプ設置工事

No.1－1返送汚泥ポンプ修繕

室公民館トイレ等バリアフリー工事

保健センター改修工事

内 町保健センター冷暖房設備改修工事

湖西1号線舗装改良工事（その5）

幹1号向粟崎大根布線舗装改良工事

鶴ケ丘2丁目地内道路新設工事（道路築造）

北部土地区画G街区区画道路舗装工事

北部土地区画H1号路線道路築造工事

北部土地区画H2号路線道路築造工事

北部土地区画H4号路線道路築造工事

北部土地区画白帆台集会所建設工事（電気）

北部土地区画白帆台集会所建設工事（機械）

北部土地区画白帆台集会所建設工事（建築）

宮坂南線飛砂防風竹垣設置工事

9月6日

9月6日

9月6日

9月6日

9月6日

9月6日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月9日

9月16日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は平成17年７月１日からの予定価格130万
円以上の建設工事です。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

（株）日本パーツセンター

（株）柿本商会

石垣メンテナンス（株）

（株）生田工務店

（株）橋本建設

池端設備工業（株）

北川ヒューテック（株）

加州建設（株）

スガウエ建設（株）

（株）ロードアンドスポーツ

中本重建

（有）西川土木

浅田建設（株）

（有）光伸電機

（株）飯田管工

鈴木建設（株）

（有）西川土木

003,675,000

006,877,500

001,890,000

004,042,500

007,246,260

015,435,000

014,175,000

009,240,000

001,837,500

008,820,000

006,098,400

012,747,000

012,600,000

008,799,000

011,620,350

119,700,000

001,785,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

003,870,300

007,231,350

002,159,850

004,257,750

008,051,400

016,005,150

014,900,550

009,642,150

001,948,800

009,298,800

008,710,800

013,169,100

013,016,850

009,025,800

011,987,850

124,358,850

001,976,100

予定価格（税込み）

平成17年度入札契約一覧

内
　
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く

り
町
長
談
話
室
」、「
意
見
箱
」、「
メ
ー
ル
」の
受
け
付
け
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
町
づ
く
り
談
話
室
な

ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
緑
台
が
町
内
で
一
番
利
用
率
が
高
か
っ
た
の
で
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
結
果
を
見
て
、
次
年
度
以
降
実
施
箇
所
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

午後１時から午後3時の間、役場
一階ロビーで開設されます。

※毎週月曜日の予定ですが都合により開
設されない場合もありますので事前にお
問い合わせ下さい。

●
町
長
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ayo
r@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
お
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
公
聴
広
報
室

1
２
８
６-

６
７
５
３

子
育
て
支
援
策
に
高
齢
者
も
是
非
参
画
さ
せ
て
欲
し
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手

伝
い
し
た
い
。
生
き
が
い
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

た
い
へ
ん
い
い
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
意
見
を
参
考
に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
所
の
土
曜
日
時
間
延
長
は
、
現
在
緑
台
保
育
所
だ
け
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
地
区
で
も
要
望
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
緑
台
だ
け
な
の
で
す
か
。

10月の「タウンミーティング」の日程は
次の通りです。（時間は午後7時30分から）

室

1
日（
土
）

（
室
公
民
館
）

湖
西

２
日（
日
）

（
旧
酪
農
管
理
セ
ン
タ
ー
）

鶴
ヶ
丘
東

7
日（
金
）

（
鶴
ヶ
丘
東
公
民
館
）

ア
カ
シ
ア

8
日（
土
）

（
ア
カ
シ
ア
公
民
館
）

西
荒
屋

12
日（
水
）

（
西
荒
屋
公
民
館
）

10月の『まちづくり町長談話室』
の日程は次のとおりです。

17日31日
24日 3日



開 催 時 間 会　　　場 備　　　考

内　町シルバー人材センター 
＜会員募集＞のお知らせ 
内　町シルバー人材センター 
＜会員募集＞のお知らせ 

内　町シルバー人材センター 
＜会員募集＞のお知らせ 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

こ
ん
に
ち
は
、
町
民
の
皆
様
に
は「
男
女
共
同

参
画
」と
い
う
言
葉
に
少
し
馴
染
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
月
は「
参
画
」と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
あ
て

て
み
ま
し
ょ
う
。

私
達
が
日
頃
よ
く
耳
に
す
る
「
参
加
」
と
「
参

画
」は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「
参
加
」と
は
仲
間
に
加
わ
る
こ
と
で
す
。
す

で
に
あ
る
社
会
の
様
々
な
場
に
加
わ
り
活
動
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、「
参
画
」は
、
単
に
参
加
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
積
極
的
、
自
主
的
、
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
例
え
ば
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
の
地
域
活
動
で
は
、
企
画
、
計

画
等
の
段
階
か
ら
加
わ
り
、
主
体
的
に
方
針
や
意
思
決
定
に
か
か
わ
り
、

意
思
を
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
21
世
紀
の
社
会
は
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
平
等
に
共
同

し
て
参
画
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
従
来
使
用

し
て
い
た「
共
同
参
加
」か
ら「
共
同
参
画
」へ
と
改
め
ま
し
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
二
文
字
の
中
に
、
こ
れ
か
ら
の
こ
の
国
の
将

来
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

8
月
末
、
第
1
回
内

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
3
名
の
公
募
委
員
を
含
め
た
10
名
の
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
今

後
多
様
な
視
点
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
へ
向
け
て
の
提
言
を
い
た
だ
き

ま
す
。
当
日
は
委
嘱
状
交
付
の
ほ
か
、

委
員
で
あ
る
名
古

な

こ

道
功

み
ち
た
か

氏（
金
沢
大
学

教
授
）よ
り
、「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
」の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
お

話
の
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

・会員とシルバー人材センターとの間には雇用関係はあ
りませんが、就業中のケガや事故に対して、シルバー団
体保険が適用されます。

・会員は常時仕事につけるとは限りません。あなたの希
望にあった仕事をセンターが請け負った時に、お知ら
せいたします。

・センターは、会員の所得保障や就業保障はいたしません。

■注意事項

・町内に居住する、６０歳以上で元気な方

■会員の条件

・１,０００円

平成１７年１０月３１日（月）より 内 町役場 産業振興課にて随時受付を行います。
◎受付時に必要な物 写真２枚（縦・3センチ、横・２．５センチ）、入会申込書、就業承諾書

※都合により上記の説明会に参加できない
方でも、１０月３１日（月）以降、内 町役場
産業振興課において、説明及び会員登録
申込みの手続きをすることが出来ます。
（写真２枚ご持参下さい）

※福祉センター行のバスもご利用下さい。

■会員の年会費

「
参
加
」と「
参
画
」っ
て
？

「
参
加
」と「
参
画
」っ
て
？

内 町では、シルバー人材センターの設立に向けて現在、準備をすすめています。
シルバー人材センターの業務を運営していくためには、６０歳以上で元気な方の会員登録が必要と

なります。（広報９月号もご覧下さい。）
つきましては、下記の日程で会員募集の説明会を開催いたしますので、興味・関心のある方は、気

軽にご参加ください。

●説明会開催日程について

●会員登録の受付開始について

開　催　日
10月19日（水）
10月20日（木）
10月25日（火）
10月26日（水）
10月27日（木）

午前11時～12時
内 町福祉センター

2階　小ホール

・都合の良い日にご参加ください。

・入会申込書を配布します。

〒920-0292
石川県河北郡内 町大学1－2－1
内 町役場
まちづくり政策部企画財政課　
女性施策推進室

●電話 286－6723 ●FAX 286－0617
●e-mail danjyo@town.

uchinada.ishikawa.jp
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

先月行われた日本の衆議院議員総選挙では、投票率

が前回より十数パーセント上がり、67％になりました。

テレビや新聞では、｢今回の選挙は投票率が高かった｣

と伝えていました。でも3人中、1人は日本国民として

の権利を放棄していることとなり、私から見ると、“な

ぜ？”と思いました。選挙を通して、国の政策を決める

人を選ぶのは、有権者一人ひとりの責任ではないでし

ょうか？

投票について､オーストラリアでの考え方はちょっと

違うかもしれません。選挙の投票は、国民の権利では

なく国民の義務です。納税、義務教育と同じ、国民の全

員がすべきことです。投票に行かなかったら、＄50(約

4,500円)の罰金を科せられます。ですから、投票率は

常に90パーセント以上を維持しています。投票当日に

仕事のある人は、会社から1時間ほどの選挙休みを与

えられます。海外旅行に行く人は、事前に郵便で投票

します。私のように外国に住んでいるオーストラリア人

は、領事館を経由し投票できます。もちろん、正当な理

由や証明があれば、投票をしなくても、罰金は科せら

れません。オーストラリアも、このような制度でないと

したら、投票率は何パーセントになるのか、はっきり言

うと分かりません。けれど、皆に身近な問題と政策に

関心を持たせるという点から見ると、この制度はいい

と思いませんか？国や地方の経済、財政、環境や福祉

などにとても大きな影響力を持つ議員たちを選ぶため

に、投票することがとても重要であり、有権者に与えら

れた大きな力だと思います。

オーストラリアでは、選挙カーに乗って、立候補者が

拡声器を使って町の人々に演説することはありません。

はじめは、“うるさいなぁ！”と思っていましたが、選挙

の雰囲気が盛り上がるので、なんとなく面白いと思い

ました。テレビなどで当選した人と応援者が、｢バンザ

イ！バンザイ｣と手を上げる場面もオーストラリアで見

られないことです。

内 砂丘フェスティバル2005開催にあたり下記のと
おり映画「非行少女」上映会（勉強会）を3回シリーズで
実施します。
第1回目は午後1時から45分間、森英一氏（金沢大学

教授）を講師にお呼びし、映画「非行少女」の解説と原作
「青い靴」の作者、森山啓氏についてのお話を予定して
います。多数の参加をお待ちしております。

日時：第１回目 11月3日（祝） 午後1時
第２回目 11月22日（火） 午後7時30分
第３回目 12月3日（土） 午後1時30分

場所：内 町文化会館 3階 視聴覚室
入場無料

問い合わせ先：教育委員会生涯学習課

内 砂丘フェスティバルポスター募集
入選者決まる！

たくさんの方にご応募いただきありがとうございました。
入選者は次のとおりです。
入選 村中 弘一（向粟崎）
佳作 源 大明（白山市）
佳作 角島 広子（愛知県）

※尚、内 砂丘フェスティバル2005のチケット（入場協
力金）は前売1,500円、当日1,700円で販売する予定
です。詳しくは生涯学習課にお問い合わせください。

内 砂丘フェスティバル2005上映会開催
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図
書
館
情
報

や
さ
し
い
灯
が
ひ
と
つ
あ
れ
ば

海
を
つ
つ
む

闇
が
ど
ん
な
に
大
き
く
と
も

船
は
迷
わ
ず

安
ら
か
に

沖
を
行
く
で
し
ょ
う

や
さ
し
い
灯
が
ひ
と
つ
あ
れ
ば

ひ
る
ま
は
波
立
ち

さ
わ
い
で
い
た
海
も

お
母
さ
ん
に
子
守
歌
を

う
た
っ
て
も
ら
う
子
ど
も
の
よ
う
に

も
う

む
ず
か
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う

魚
も

貝
も

し
ず
か
に
夢
を
み
る
で
し
ょ
う

か
も
め
も

千
鳥
も

岩
か
げ
で
羽
を
た
た
む
で
し
ょ
う

や
さ
し
い
灯
が
海
に
ひ
と
つ
あ
れ
ば

灯

台

新
川

和
江

「
子
ど
も
が
選
ぶ
詩
101
」

卯
月
　
啓
子
　
編
　
学
陽
書
房
刊

著
者
は
詩
人
、
萩
原
朔
太
郎
の

長
女
。「
父
上
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
母
の
こ

と
は
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。」こ

れ
ま
で
決
し
て
触
れ
よ
う
と
し
な

か
っ
た
父
・
朔
太
郎
の
詩
を
、
始

め
て
娘
の
立
場
か
ら
語
る
。
急
逝

の
１
ヶ
月
前
ま
で
加
筆
を
続
け
た

遺
作
。
著
者
は
２
０
０
５
年
没
。

萩
原
　
葉
子
　
著

『
朔
太
郎
と

お
だ
ま
き
の
花
』

湖
上
を
舞
う
数
千
の
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
、
水
牛
の
大
群
を
襲
う
ラ
イ
オ

ン
、
沼
を
渡
る
ゾ
ウ
の
親
子
、
湿

地
で
昼
寝
す
る
カ
バ
の
一
群
、
そ

し
て
荒
涼
と
し
た
ア
ト
ラ
ス
山
脈

が
続
く
…
。
ア
フ
リ
カ
の
自
然
と

暮
ら
し
を
空
撮
で
と
ら
え
た
写
真

集
。
著
者
は
、
こ
の
発
行
を
通
じ

て
、
世
界
各
国
の
教
育
機
関
、
自

然
保
護
団
体
に
寄
附
し
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ハ
ー
ス
　
写
真
・
文
　

『
驚
異
の
大
地
ア
フ
リ
カ
』

空
か
ら
眺
め
た
地
球
の
素
顔

ワ
ッ
ハ

ワ
ッ
ハ
ハ
イ
は
人
間
で

あ
る
。
男
で
あ
る
。
５
さ
い
か
ら
上
、

15
さ
い
か
ら
下
で
あ
る
。
未
来
の

と
ら
、
ぞ
う
の
ダ
マ
ダ
、
さ
か
道
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
冒

険
に
で
か
け
る
物
語
。
詩
人
の
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
文
と
絵
が
マ
ッ
チ
し
て

い
る
１
冊
。

谷
川
俊
太
郎
　
作
　
和
田
　
誠
　
絵

『
ワ
ッ
ハ
ワ
ッ
ハ
ハ
イ

の
ぼ
う
け
ん
』（児
童
書
）

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
、
お
は
な
し

会
を
し
ま
す
。
絵
本
や
紙
芝
居
を
、

親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

10
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

図書館に対するご意見ご感想をお寄せ
ください。図書の所蔵や予約は電話やFAX
でも受け付けます。また、ご自宅のパソコン
から図書の検索、予約ができますが、インタ
ーネット予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/osirase/toshokan

TEL
FAX

日
時

場
所あ

な
た
の
原
稿
や
作
品
を
１
冊
の

本
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
実
際
に
製

本
作
業
を
体
験
し
て
か
ら
、
本
の
補

修
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

11
月
17
日（
木
）・
11
月
18
日（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

（
２
日
共
、
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
）

一
般

15
名

３
０
０
円

タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
原
稿

や
作
品（
厚
さ
１
・
５
cm
以

内
）な
ど
本
の
中
身

＊
原
稿
が
な
い
場
合
は
、
白
紙
を
用
意
し
ま
す
。

＊
完
成
見
本
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
き
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
受
講
さ
れ
た
い
方
は
材
料
費
を
ご
持
参
の

上
、
図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
「
製
本
講
座
」

１
２
５
歳さ

い

ま
で
元げ

ん

気き

に
生い

き
る

満み
つ

尾お

正
た
だ
し

消き

え
た
直
木
賞

な
お
き
し
ょ
う

男
お
と
こ

た
ち
の
足
音
編

あ
し
お
と
へ
ん

邱
き
ゅ
う

永
漢

え
い
か
ん

「
ニ
ー
ト
な
子こ

」を
も
つ
親お

や

へ

贈お
く

る
本ほ

ん

沢さ
わ

井い

繁し
げ

男お

あ
の
日ひ

の
空そ

ら

の
青あ

お

を
ま
つ
い
　
の
り
こ

知し

っ
て
お
き
た
い
日
本

に

ほ

ん

の
名
言

め
い
げ
ん

・

格
言

か
く
げ
ん

事じ

典て
ん

大
隈

お
お
す
み

和か
ず

雄お

出
身
校
別
懐

し
ゅ
っ
し
ん
こ
う
べ
つ
な
つ

か
し
の
甲
子
園
球
児

こ
う
し
え
ん
き
ゅ
う
じ

た
ち

恒
川

つ
ね
か
わ

直
俊

な
お
と
し

い
し
か
わ
の
か
た
ち

「
い
し
か
わ
の
か
た
ち
」制
作

せ
い
さ
く

企き

業
ぎ
ょ
う

グ
ル
ー
プ

い
し
か
わ
の
音
蔵

お
と
く
ら

「
い
し
か
わ
の
音
蔵

お
と
く
ら

」制
作

せ
い
さ
く

企き

業
ぎ
ょ
う

グ
ル
ー
プ

加
賀

か

が

百
万
石

ひ
ゃ
く
ま
ん
ご
く

美び

と
歴れ

き

史し

高
桑

た
か
く
わ

美び

術
じ
ゅ
つ

こ
こ
ろ
を
癒い

や

す
音
楽

お
ん
が
く

北
山

き
た
や
ま

修
お
さ
む

き
の
こ
採と

り
ナ
ビ
図ず

鑑か
ん

大
海

お
お
う
み

淳
じ
ゅ
ん

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

僕ぼ
く

が
伝つ

た

え
た
か
っ
た
こ
と堀ほ

り

江え

貴
文

た
か
ふ
み

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

森も
り

・
里さ

と

・
海う

み

を
つ
な
ぐ
自し

然ぜ
ん

再
生

さ
い
せ
い

自し

然ぜ
ん

再
生

さ
い
せ
い

を
推
進

す
い
し
ん

す
る
市し

民み
ん

団
体

だ
ん
た
い

連
絡
会

れ
ん
ら
く
か
い

す
き
ま
の
お
と
も
だ
ち

江え

国く
に

香か

織お
り

日
時

定
員
対
象

材
料
費

持
物
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消
防
だ
よ
り

か
ほ
く
市
河
北
郡
防
火
協
会
は
各
事
業
所
に

お
け
る
防
火
意
識
の
高
揚
と
、
初
期
消
火
技
術

の
向
上
を
目
指
し
て
、
消
火
技
術
競
技
大
会
を

８
月
27
日（
土
）か
ほ
く
市
消
防
本
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
事
業
所
を
代
表

す
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
屋
内
消
火
栓
の
部
と
消

火
器
の
部
に
分
か
れ
て
迅
速
か
つ
確
実
性
に
つ

い
て
技
を
競
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
日
頃
か
ら

職
場
で
培
っ
た
初
期
消
火
技
術
を
十
分
に
発
揮

さ
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

当
町
の
入
賞
さ
れ
た
事
業
所
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

屋
内
消
火
栓
の
部

優

勝

伊
丹
産
業
株
式
会
社

敢
闘
賞

学
校
法
人

金
沢
医
科
大
学
Ａ

消
火
器
の
部

優
秀
賞（
個
人
賞
）

有
限
会
社

政
見
製
作
所

村
山

和
代

８
月
30
日（
火
）か
ら
９
月
５
日（
月
）ま
で
の

防
災
週
間
に
伴
い
町
内
各
地
区
で
は
毎
年
恒
例

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
９
月
４
日

（
日
）に
は
鶴
ヶ
丘
東
自
主
防
災
会
、
ア
カ
シ
ア

町
会
が
、
９
月
11
日（
日
）に
は
旭
ヶ
丘
地
区
自

主
防
災
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
行

い
ま
し
た
。

訓
練
は
地
震
が
発
生
、
家
屋
が
倒
壊
し
多
く

の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
自
宅
か

ら
の
避
難
訓
練
、
中
越
地
震
で
の
体
験
談
、
応

急
手
当
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
地
区
住
民
相
互
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
を
十
分
に
発
揮
し
、
全
員
が
自
分
の
役

割
を
迅
速
的
確
に
行
い「
自
分
達
の
地
域
は
自

分
達
が
守
る
」と
の
自
主
防
災
の
原
則
を
合
言

葉
に
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
災
害

に
備
え
て
、
一
人
一
人
が
連
帯
感
を
持
ち
自
主

防
災
の
重
要
性
を
体
験
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
過
去
に
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
魚

を
焼
く
為
に
火
を
つ
け
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、

目
を
離
し
た
と
こ
ろ
火
災
に
な
っ
た
と
い
う
事

例
や
牛
筋
肉
を
煮
込
み
な
が
ら
そ
の
場
を
離
れ

た
為
、
鍋
内
に
溜
ま
っ
た
油
が
発
火
す
る
と
い

う
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
は
グ

リ
ル
内
等
に
溜
ま
っ
た
魚
の
油
や
牛
肉
の
脂
が

時
間
の
経
過
と
と
も
に
過
熱
さ
れ
、
油
が
発
火

し
て
火
災
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

消
防
法
に
よ
る
危
険
物
に
は
動
植
物
油
類
と

い
う
種
類
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
も
あ
る
天
ぷ
ら
油
等
も
含
ま
れ
て
お

り
、
火
災
に
至
っ
た
魚
の
油
や
肉
の
油
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。

注
意
事
項
と
し
て
、
グ
リ
ル
内
の
清
掃
や
魚
の

焼
け
具
合
を
マ
メ
に
確
認
し
た
り
、
鍋
の
か
ら
だ

き
を
し
な
い
よ
う
水
量
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
を
揚
げ
る
時
、
比
較

的
安
易
に
考
え
て
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
台
所
で

コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
た
時
に
は
、
絶
対
に
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
油
に
火
が
着
い
た
ら
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
と
同
じ
で
水
で
は
消
せ
ま
せ
ん
。
ご
家
庭

で
も
万
一
の
為

に
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火

器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
八
〜
九
割
は
、
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

及
び
階
段
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
、
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月

か
ら
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20

年
６
月
か
ら
、
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６-

３
３
０
１

◆
消
火
技
術
の
技
を
競
う

◆
地
震
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る

◆『
火
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
そ
の

場
を
離
れ
ず
目
を
離
さ
な
い
』

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

住宅用火災警報器実物写真
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９
月
１
日（
木
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
初
日
に
は
27
組
の
親
子
が
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ（
保
育
士
）と
共
に
歌
や
体
操
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
こ
ん
な
施
設
を
待
っ
て
い
た
」と
喜
び
の
声
も
多
く
聞
か
れ
、

オ
ー
プ
ン
に
訪
れ
た
八
十
出
町
長
も「
地
域
で
育
て
る
取
り
組
み
が
大
切
」と
、
保
護

者
等
と
和
や
か
に
懇
談
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
で
取
り
組
む
子
育
て
支
援

9
月
14
日
（
水
）西
荒
屋
小
学
校
に
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
発
足
し
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
で
は
二
番
目
の
結
成
と
な

り
、
19
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
児

童
１
０
２
名
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
は「
こ
れ
で
安
心
し
て
通
学
で
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
の
方
か
ら
は「
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
社

会
全
体
で
子
供
を
守
る
と
い
う
、
人
間
の
良

心
が
目
覚
め
る
は
ず
」と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

西
荒
屋
小
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
足

8
月
25
日（
木
）内

町
役
場
で
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
例

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
と
し
て
、
7
つ
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
内

町
に
対
し
、
し
だ
れ

桜
１
本
と
、
町
内
7
保
育
所
に
そ
れ
ぞ
れ
3

台
ず
つ
扇
風
機
が
寄
付
さ
れ
、
例
会
の
際
に

各
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

し
だ
れ
桜
は
役
場
前
の
芝
生
に
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
、
春
に
は
き
れ
い
な
花
を
つ
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
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金丸さんと希
のぞみ

ちゃん

ボランティアスタッフも

お手伝い

大人ばかりのなかに
いるので

子供と遊ばせたいと
思います。
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8
月
23
日
（
火
）
内

町
役
場
で
、
町
ぐ

る
み
で
地
域
安
全
対
策
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
内

町
に
石
川
県
警
察
本
部
長
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
内

町
で
は
、

「
内

町
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
及
び
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
町
ぐ
る

み
で
の
青
少
年
健
全
育
成
や
有
害
環
境
浄
化

活
動
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
役
場
で
行
わ
れ
た
授
与

式
に
は
、
役
場
関
係
者
や
津
幡
警
察
署
長
が

出
席
す
る
中
、
田
賀
勝
県
警
生
活
安
全
部
長

か
ら
八
十
出
町
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
安
全
対
策
で
石
川
県
警
察
本
部
長
感
謝
状

９
月
14
日（
水
）、
敬
老
の
日
を
前
に
八
十
出

町
長
が
敬
老
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
訪

問
し
た
の
は
、
ア
カ
シ
ア
に
お
住
ま
い
の
延
兼

亮
平
さ
ん（
93
歳
）、
は
る
さ
ん（
85
歳
）の
お
し

ど
り
長
寿
夫
妻
。

ご
主
人
の
趣
味
は
囲
碁
・
将
棋
、
奥
様
は
魚

料
理
が
得
意
で
、
長
生
き
の
秘
訣
は
、「
日
頃
か

ら
の
適
度
な
運
動
と
人
生
を
楽
し
む
こ
と
」と

お
二
人
そ
ろ
っ
て
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 ご

長
寿
夫
婦
を
慰
問

９
月
19
日（
月
・
祝
）内

町
文
化
会
館
で
、

敬
老
の
日
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
町
内
在
住
の
75
歳
以

上
の
方
々
、
皆
さ
ん
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、

お
互
い
健
康
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。
内

町
内
の
75
歳
以
上

の
方
は
、
昨
年
よ
り
75
名
増
え
１，
９
０
６
名
、

こ
の
う
ち
百
歳
以
上
の
方
が
３
名
お
ら
れ
ま

す
。
式
典
で
は
八
十
出
町
長
か
ら
高
齢
者
代
表

の
北
川
郁
夫
さ
ん
、
舛
井
ち
や
さ
ん
に
長
寿
祝

券
が
贈
呈
さ
れ
、
千
鳥
台
千
寿
会
会
長
の
大
谷

清
さ
ん
に
よ
り
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
引
き
続
き
内

町
民
謡
協
会
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
全
国

各
地
の
民
謡
の
歌
と
踊
り
に

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。長

寿
祝
券
は
、
特
定
事
業

者
と
し
て
内

町
に
登
録

し
た
店
舗
で
使
用
で
き
ま

す
。
使
用
で
き
る
期
間
は
本

年
の
12
月
末
日
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で

13
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
女性施策推進室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター準備室

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■出　納　室 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会
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暮
ら
し
の
情
報

内

町
で
は
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
の
中

で
、
心
豊
か
に
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
を
目
指

し
た
学
校
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、「
ゆ
と
り
の

中
で
未
来
を
拓
く
教
育
推
進
会
議
」を
設
置
し

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
声
を
教
育
環
境
の
向
上

に
反
映
す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
20
歳
以
上

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
２
名
程
度

■
任

期

平
成
17
年
11
月
か
ら
２
年
間

■
協
議
事
項
▼

１

学
校
規
模
適
正
化

２

学
校
施
設
の
整
備
・
充
実

３

新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備

４

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
役
割
分
担

と
連
携
等

■
応
募
期
限
▼
10
月
20
日（
木
）

●
応
募
用
紙
は
学
校
教
育
課
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

●
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
会
議
回
数
▼
年
４
回
程
度

（
平
成
17
年
度
に
つ
い
て
は
３
回
程
度
）

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

計
画
的
な
子
育
て
支
援
対
策
を
進
め
る
た

め
、
内

町
で
は「
子
育
ち
、
親
育
ち
を
温
か

く
見
守
り
支
え
る
内

づ
く
り
」に
現
在
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
よ
う
、
左
記
の
と
お
り
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
１８
歳
以
上

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
５
名

■
応
募
期
限
▼
10
月
25
日（
火
）

●
応
募
用
紙
は
、
町
民
生
活
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

●
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
会
議
回
数
▼
17
年
度
は
２
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部
町
民
生
活
課

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域
セ

ン
タ
ー
で
は
、
心
の
病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
心
の
病
気
を
持
つ

方
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

心
の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
の
あ
る
方

■
日

時
▼
11
月
８
日（
火
）、
11
日（
金
）、

15
日
（
火
）、
17
日
（
木
）、
25
日
（
金
）、
29
日

（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
会

場
▼
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

河
北
地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
津
幡
保
健
所
）

■
受
講
料
▼
無
料

■
締
め
切
り
▼
10
月
31
日（
月
）ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
河
北
地
域
セ
ン
タ
ー

1
２
８
９
―

２
１
７
７

5
２
８
９
―

２
１
７
８

募
　
集

「
ゆ
と
り
の
中
で
未
来
を
拓
く
教
育

推
進
会
議
」委
員
を
公
募
し
ま
す

内
　
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
評
価
委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

「
こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
」
の
受
講
生
募
集
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暮
ら
し
の
情
報

■
職
種
及
び
人
員
▼

一
般
福
祉
職
員
１
名

■
応
募
資
格

年
齢
満
30
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
社
会
福
祉

士
又
は
社
会
福
祉
士
受
験
資
格
を
取
得
し
、
普

通
自
動
車
免
許
を
保
有
し
て
い
る
方
。

■
勤
務
条
件

●
給

料
…
…
…
内

町
社
会
福
祉
協
議
会

給
与
規
程
に
よ
る
。

（
資
格
及
び
経
験
年
数
を
考
慮
。
委
細
面
談
）

●
勤
務
日
…
…
…
原
則

月
〜
金
曜
日

●
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
有
り
、

そ
の
他
法
人
規
定
に
よ
る
。

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
18
年
４
月
１
日

■
応
募
要
領

内

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付
す
る
願
書

に
、
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限
▼
10
月
31
日（
月
）

■
試
験
日
及
び
方
法

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

内

町
で
は
ご
み
の
分
別
徹
底
に
よ
る
減

量
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
町
民
を
対
象
と

し
て
、
先
進
的
な
ご
み
処
理
施
設
へ
の
視
察
研

修
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
ご

み
や
環
境
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
町
民
各
位
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日

時
▼
11
月
19
日（
土
）

９
時
30
分
役
場
集
合
〜
16
時
解
散
予
定

■
視
察
先
▼
金
沢
市
戸
室
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
、
㈱
富
山
環
境
整
備（
富
山
市
）

※
バ
ス
で
移
動

■
視
察
内
容
▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

■
募
集
人
員
▼
35
名（
参
加
無
料
）小
学
４
年

生
以
上（
小
学
生
の
参
加
者
は
保
護
者
同
伴
）

■
応
募
方
法
▼
公
民
館
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
環
境
対
策
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

■
応
募
期
限
▼
10
月
25
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

5
２
８
６
―

６
７
０
４

あ
な
た
の
知
恵
や
技
を
求
め
て
い
ま
す

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
な
が
ら
多
く
の
人
々
と
ふ
れ
あ

い
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
熱
意
の
あ
る
方
が

地
域
や
学
校
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
先
生

登
録
事
業
と
は

●
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
知
恵
や
、
教
え
た

い
技
を
お
持
ち
の
方
を
広
く
求
め
て
、
ま
ち

の
先
生
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

●
登
録
さ
れ
た
ま
ち
の
先
生
は
、
学
校
や
公
民

館
な
ど
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
の
先
生
っ
て
、
ど
ん
な
人
が
な
れ
る
の
？

●
今
ま
で
の
仕
事
や
生
活
の
中
で
身
に
つ
け

た
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
や
技
を
、
報

酬
を
目
的
と
せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

ま
ち
の
先
生
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は

●
登
録
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
込
用
紙
は
公
民

館
、
文
化
会
館
、
生
涯
学
習
課
に
設
置
い
た

し
ま
す
。

■
締

切
▼
11
月
18
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
キ
ラ
リ
び
と
」は
、
一
芸
、
一
技
で
秀
で
た

方
々
に
、
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
は
、
芸
術
、
工
芸
、
芸
能
、
音
楽
、
社
会

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
、

環
境
、
趣
味
な
ど
の「
キ
ラ
リ
び
と
」の
登
録
が

あ
り
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
、
ジ
ャ
ン
ル
、
資
格

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

石
川
県
教
育
委
員
会
の「
ま
ち
の
先
生
」に
登

録
さ
れ
る
方
も
、
ぜ
ひ「
キ
ラ
リ
び
と
」に
も
登

録
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

な
し（
随
時
募
集
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

内

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
15
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１
級
・

２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
10
月
26
日（
水
）

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳（
受
給
者

本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
医
療
費
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す

キ
ラ
リ
び
と
募
集

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
）

ご
み
先
進
地
視
察
研
修
参
加
者
募
集

ま
ち
の
先
生
大
募
集

石
川
県
教
育
委
員
会

お
知
ら
せ

内
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集



こ
の
度
、
国
土
交
通
省
の
実
施
す
る「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」の
一
環
と
し
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
左
記
の
と
お
り

現
地
踏
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
作
業
期
間
中
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期

間

平
成
17
年
11
月
〜
平
成
18
年
３
月

■
対
象
区
域

内

町
地
内（
人
口
集
中
地
域
）

■
作
業
内
容

現
地
踏
査（
公
共
基
準
点
等
の
状
況
調
査
）

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
再
生
機
構

中
部
支
社

都
市
再
生
企
画

部

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
担
当

1
０
５
２
―

９
６
８
―

３
３
５
３

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に（
１
児
童
１

回
）チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
金

額
の
３
分
の
１
で
上
限
は
５，
０
０
０
円
で
す
。

●
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
持
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

今
月
か
ら
家
庭
系
ご
み
指
定
袋
が
よ
り
使
い

や
す
く
、
持
ち
手
つ
き
袋
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
て
い
た
、
縛
り
や
す
く
し
て

ほ
し
い
と
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え
し
て
、
ス
ー

パ
ー
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
持
ち
手
が
つ
い
た
袋
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み
指
定
袋

に
つ
い
て
は
、
使
用
期
限
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
今
後
も
ご
使
用
い
た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ

ん
。今

後
と
も
ご
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
す

ま
す
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
指
定
袋
は
大
・
中
・
小
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
順

次
店
頭
に
並
ぶ
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

1
２
８
８
―

４
５
４
５

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

■
対
象
者

集
熱
器
の
総
面
積
75
㎡
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
。

■
補
助
金
額

集
熱
器
の
総
面
積
に
応
じ
た
補
助
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
目
安
…
６
㎡
で
約
10
万
円
、
75
㎡

で
約
１
２
５
万
円

（
補
助
金
額
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
型
式
に

よ
り
差
が
生
じ
ま
す
。）

な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場
合

（
但
し
、
公
共
施
設
は
除
く
。）も
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
太
陽
熱
利
用
部

〒
１
０
２
―

８
５
５
５

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
番
６
号

秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル
６
階

1
０
３（
５
２
７
５
）９
５
６
６

H
P：
http://w

w
w
.nef.o

r.jp

来
年
６
月
に「
肢
体
不
自
由
児
・
者
父
母
の

会
連
合
会
」の
全
国
大
会
が
金
沢
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
内

町
で
も
父
母
の

会
を
設
立
し
、
お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日

時

11
月
19
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

■
会

場

内

町
文
化
会
館

１
階

和
室

■
内

容

第
一
回
設
立
総
会
・
情
報
交
換
会

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
親
子
連
れ
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

1
5
２
３
９
―

０
７
１
９

松
本
茂
美

視
聴
者
の
皆
様
が
参
加
す
る
集
会（
自
治
会

や
婦
人
会
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
同
好
会
）へ
N

H
K
か
ら
説
明
員
を
派
遣
し
ま
す
。

B
S
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
動
向
や
受
信

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
会
場
の
確
保
、
会
の
招
集
は
主
催
者
側

で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

N
H
K
金
沢
放
送
局
視
聴
者
技
術

1
２
６
４
―

７
０
１
５

16
2005.10.5

暮
ら
し
の
情
報

「
デ
ジ
タ
ル
放
送
井
戸
端
会
議
」

の
開
催
に
つ
い
て

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に

伴
う
現
地
踏
査
実
施
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
補
助
制
度
応
募
受
付
中
！

家
庭
系
ご
み
指
定
袋
の
形
状
が

変
わ
り
ま
す

「
内
　
町
肢
体
不
自
由
児
・
者

父
母
の
会
」へ
の
お
誘
い



17
2005.10.5

学
び
の
風

学
習
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
方
に
幅
が
で

き
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
か
ら

何
か
を
学
び
と
る
こ
と
全
て
が「
学
習
」に
つ
な

が
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
運
動
講
座

【
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
】

■
日

時

11
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

■
講

師

エ
イ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

■
受
講
料
▼
５
０
０
円

■
内

容
▼
講
義
及
び
軽
運
動

■
持
ち
物

タ
オ
ル
・
内
履
き
ズ
ッ
ク
・
飲
み
物

■
定

員
▼
20
名

■
締
切
日
▼
11
月
11
日（
金
）

■
問
合
せ
及
び
申
込
み
先

働
く
女
性
の
家

今
年
も
、す
ば
ら
し
い
発
表
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
発
表
を
聞
き
に
、

ま
た
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日

時
▼
10
月
28
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜

■
場

所

内

町
役
場

町
民
ホ
ー
ル

■
主

催

内

町
連
合
婦
人
会
・
内

町
教
育
委
員
会

■
地
区
代
表
者

旭
ヶ
丘
地
区

又ま
た

野の

恵
美
子

え

み

こ

さ
ん

「
私
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
」

ア
カ
シ
ア
地
区

夷い

藤と
う

周
子
し
ゅ
う
こ

さ
ん

「
働
く
母
と
し
て
思
う
こ
と
」

緑
台
地
区

宮
澤
み
や
ざ
わ

恵
美
え

み

さ
ん

「
今
を
生
き
る
」

千
鳥
台
地
区

山
上
や
ま
が
み

和か
ず

子こ

さ
ん

「
交
通
安
全
推
進
隊
員
に
な
っ
て
」

向
陽
台
地
区

日ひ

詰づ
め

み
ち
子こ

さ
ん

「
出
合
い
を
求
め
て
」

鶴
ヶ
丘
東
地
区

峪た
に

美
千
代

み

ち

よ

さ
ん

「
転
職
、
仕
事
に
つ
い
て
」

鶴
ヶ
丘
西
地
区

布ぬ
の

目め

寿
美
江

す

み

え

さ
ん

「
癒
し
の
心
で
幸
福
を
」

大
根
布
地
区

松ま
つ

田だ

藤ふ
じ

美み

さ
ん

「
運
命
を
変
え
た
10
月
23
日
」

宮
坂
地
区

上
前
か
み
ま
え

は
ず
み
さ
ん

「
親
離
れ

子
離
れ
」

西
荒
屋
地
区

中
井

て
る
み
さ
ん

「
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
…
」

室
地
区

安や
す

江え

美
恵
子

み

え

こ

さ
ん

「
家
族
に
支
え
ら
れ
て
」

※
お
詫
び
と
訂
正

８
月
号
の
広
報
で
意
見
発
表
大
会
の
開
催
日

を
10
月
21
日（
金
）と
掲
載
し
た
の
は
、
10
月
28

日（
金
）の
誤
り
で
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。

■
日

時
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日（
１
月
〜

３
月
と
祝
日
は
除
く
）

午
後
１
時
〜
４
時
の
間
で
、
１
人
30
分
以
内

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
場

所

石
川
県
税
理
士
会
館

（
金
沢
市
北
安
江
３
丁
目
４
―

６
）

1
２
２
３
―

１
８
４
１

※
希
望
者
は
な
る
べ
く
電
話
に
て
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

個
人
申
告
し
て
い
る
人

■
内

容

一
般
納
税
者
の
税
務
相
談
、
小
規
模
事
業

者
の
記
帳
・
決
算
指
導

「
今
ど
き
の
親
子
関
係
を
考
え
る
」

■
講

師

深
谷
昌
志
氏（
東
京
成
徳
大
学
教
授
）

■
日

時

10
月
29
日（
土
）午
前
10
時
よ
り

■
会

場

津
幡
町
文
化
会
館「
シ
グ
ナ
ス
」３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
主

催

河
北
郡
市
教
育
振
興
会

河
北
郡
市
教
育
委
員
会
連
合
会

い
い
講
師
、
い
い
話
、
い
い
チ
ャ
ン
ス
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
お
気
軽
に

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

日
頃
、
ご
精
を
出
し
て
描
い
た
小
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
約
30
名
が
一
人
二
点
ず
つ
出
品
し

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

■
会

期

10
月
11
日（
火
）〜
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
会

場
▼
浅
の
川
画
廊

■
作

品
▼
10
号
〜
Ｓ
Ｍ

働
く
女
性
の
家
講
座
の
ご
案
内

無
料
税
務
相
談

家
庭
教
育
講
演
会
の
ご
案
内

内
　
町
絵
画
協
会
　

第
13
回
金
沢
展
開
催

第
25
回

婦
人
意
見
発
表
大
会

―
よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
―

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

な
か
い
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学
び
の
風

「
広
が
れ
！
つ
な
が
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
環
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
環
が
広
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
拡
大
し
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
助
け
合
う
関

係
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

■
主

催

河
北
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会（
内

町
社

会
福
祉
協
議
会
）

■
日

時
▼
11
月
20
日(

日)

午
前
10
時
〜
正
午

■
会

場

内

町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

■
内

容

講
演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
講

演

「
１
＋
１
が
３
に
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

講
師

松
森

和
人
氏

(

福
井
県
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
セ
ン
タ
ー
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長)■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

野
沢
善
一
郎
・
知
佐
子
夫
妻

（
バ
リ
ト
ン
と
ピ
ア
ノ
）

■
対

象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
一
般
町
民

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

■
日

時
▼
10
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場

所

香
林
坊
大
和（
金
沢
市
香
林
坊
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
石
川
行
政
評
価
事
務
所

1
２
２
２
―

５
２
３
１

■
日

時

10
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
会

場
▼
白
帆
台
第
３
号
公
園
周
辺

■
開
催
主
体

主

催

石
川
県
住
宅
供
給
公
社
、
北
國
新
聞
社

特
別
協
力

内

町
、
内

北
部
地
区
土
地
区
画
整
理

組
合
、
白
帆
台
町
会

■
内

容

新
し
い
公
園
の
完
成
を
記
念
し
て
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
、
太
鼓
演
奏
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
多
彩
に

開
催
。
さ
ら
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
金
魚
す

く
い
、
輪
投
げ
等
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
や
飲
食
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
回
目

■
日
時
・
内
容

10
月
30
日（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
座

『
夫
婦
で
、
家
族
で
子
育
て
を
楽
し
も
う
』

■
講

師

マ
マ
大
好
き
助
産
院

北
村
牧
子
助
産
師

体
験

『
育
児
を
体
験
し
て
み
よ
う
』

〜
オ
ム
ツ
交
換
・
だ
っ
こ
の
仕
方
・
沐
浴
〜

■
講

師

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

二
回
目

■
日

時

11
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
座

『
妊
娠
に
よ
る
「
か
ら
だ
」
と
「
こ
こ
ろ
」

の
変
化
を
知
ろ
う
』

■
講

師

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

講
座
・
実
技

『
リ
ラ
ッ
ク
ス
は
大
切
な
「
ゆ
と
り
」
の
鍵
』

〜
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
〜

■
講

師

す
み
れ
助
産
院

山
岸
和
美
助
産
師

講
座
・
試
食

『
妊
婦
の
栄
養
！
胎
児
の
栄
養
！
家
族
の
栄
養
』

■
講

師

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

食
は
生
活
の
基
本
で
す
。
妊
娠
を
機
会
に
家

族
の
食
事
・
健
康
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
場

所
▼
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
締
切
▼
10
月
24
日（
月
）

（
で
き
る
だ
け
２
日
間
通
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

妊
婦
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
子
様
の
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し

込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

河
北
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

レ
ッ
ツ
！
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ク
ラ
ス

白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

秋
季
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

新
規
分
譲
宅
地
50
区
画

10
月
15
日
よ
り
分
譲
開
始
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り TEL.286-6101

乳児健診・予防接種

★公費対象は、
生後6か月児
未満です。

（受付時間／
13：15～14：00）

1月16日［月］
平成17年9月生対象

11月8日［火］
平成14年7月生

（受付時間／13：00～14：00）

11月15日［火］
平成16年4月生

11月22日［火］
平成17年7月生

対象

11月6日［日］
9：00～12：00 中央公民館
13：30～16：00 東京ストアー
ご協力をお願いいたします

対象

10月18日［火］
平成16年3月生

（受付時間／13：00～14：00）

対象

対象

10月25日［火］
平成17年6月生

（受付時間／13：00～14：00）

対象

11月 7日［月］
平成17年7月生対象

12月 5日［月］
平成17年8月生対象

次回は、

12月12日［月］です。

10月 3日［月］
11月14日［月］

平成17年

会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は
事前にご連絡
ください。

子どもの育児相談・
栄養相談※
健診後の健康相談
肥満、糖尿病、
高血圧などの相談
心の健康相談

0才児の親子あそびの教室

10月26日［水］
13：30～14：00

（受付時間／13：00～13：30）

テーマ 『いないいないばぁ～』
一緒に作ろう②

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

担当

１～３歳児の遊びの教室

10月19日［水］
10：00～11：00

（受付時間／9：30～10：00）

今月のテーマ

★「ハロウィンパーティ」
仮装マントをつくるよ！
●持ってくるもの
・仮装マントに使えそうな
リボン、色紙など ・ハサミ
・小さいペットボトル（フタつき）2本

●持ってくるもの
ハサミ のり
マジック（黒）

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

みんなで絵本を読む時間

10月27日［木］
★０～２才児のための絵本
10：30～11：00
★３才～小学生のための絵本
11：00～11：30

絵本の読みきかせやフリートーク、
子どもと楽しむ手あそびなどもあ
ります。お母さん、おばあちゃんな
どおとなだけの参加もどうぞ！どな
たでもお気軽においでくださいネ。

今月の絵本

『おっぱい』
宮西達也 さく

（受付時間）13：15～14：00

平成16年5月生以前のお子さんで
ポリオ予防接種が終わっていない方
も接種できます。（ただし、満7歳
6ヶ月未満の方に限ります。）

10月17日［月］
【対象】平成16年9月～平成16年11月生（2回目）

10月24日［月］
【対象】平成16年12月～平成17年2月生（1回目）

10月31日［月］
【対象】平成17年3月～平成17年5月生（1回目）

5～6か月児の離乳食教室

10月19日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

今月のテーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことが

ある方はお越しください。
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知
っ
得
情
報

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

ま
る
た
老
年
リ
ハ
ビ
リ
研
究
所

所
長

丸
田
和
夫

氏

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。。

講

師

「
や
れ
ば
で
き
る
！
歳
を
取
っ
て
も
転
ば
な
い
生
活
術
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

10
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

10
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
8
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

10
月
21
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

家
族
、
相
続
、
登
記
、
相
隣
関
係
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
17
年
10
月
31
日（
月
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
７
期

◆
町
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）
…
…
…
…
…
…
第
３
期

9月22日（木）まで受付分

●県住用風呂釜、給湯器
●内 中通学かばん
●ベビーバス

●ベビー布団（新生児用、未使用）
●クーハン
●べビーローラック

●サークル型歩行器 ●自動車用ジュニアシート

●クラシック音楽のCD ●ベビーゲート

●介護用ベッド ●ベビーベッド

●女児夏服（90cm～120cm）

●硬式用テニスラケット ●オルガン

●小学校1年生用の教科書 ●少年用野球道具

●ギター（クラシック・フォーク） ●県住用網戸

●地球儀 ●幼児の玩具（乗り物系）

●子供用自転車16～18インチ ●CDラジカセ

譲ってください
（希望品）

●パソコン用17インチCRT（入力ケーブル付）

●ボウリングのボール

●向粟崎小学校制服スカート（B体130cm）

●室内用すべり台 ●男児洋服（0歳～1歳半）

●ピアニカ ●棚付きパイプベッド

●パイプベッド ●2段ベッド ●炊飯器

●鶴小体操服（150cm） ●絵の具セット

●大根布小夏・冬スカート（150cm）

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。



10/23（日）
午前7時役場前出発（10分前集合）
小学4年生以上
（小学3年生以下の参加希望の場合は保護者同伴）
会員1,000円　非会員2,000円
お弁当、飲料水、敷物、ゴミ袋等

動きやすい服装と、履き慣れたシューズで。天候が急変す
ることもありますので防寒具と雨具を必ず準備して下さい。
また雨天の場合は、別の見学コースを考えておりますので
ご参加下さい。
10/19（水）
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ウ
ェ
ル
カ
ム

プ
ラ
ッ
ツ

向粟崎
アカシア
旭ヶ丘
緑 台
千鳥台
向陽台
鶴ヶ丘1、2、3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大根布

1,719

449

431

784

1,312

741

1,579

960

664

1,636

1,784

549

469

858

1,350

821

1,661

1,046

698

1,686

3,503

998

900

1,642

2,662

1,562

3,240

2,006

1,362

3,322

1,185

361

329

602

863

538

1,110

725

519

1,120

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成17年8月末

大清台
大学
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

511

389

384

429

195

528

225

85

13,021

10

479

607

400

453

194

537

265

84

13,941

11

990

996

784

882

389

1,065

490

169

26,962

21

462

555

277

265

119

322

147

54

9,553

△ 9

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

スポーツの秋がやってきました！ただ今プラッツで

は数種類の教室を開催中です。7月から10回コース

で開催中の初心者テニス教室は、丁寧な指導のもと、

全員が少しずつ上達しています。

9月中旬から始まっているボクシングエクササイズ

は大変人気があり、25名ほどの男女参加者が、心地

良い汗を流しています。「こんなことがしたい、あん

なスポーツいいよね」というような皆さんの声があり

ましたら、どうぞプラッツへお聞かせ下さい。

Vol.5

日 時 その他

対 象

参加料

持ち物

申込締切

●ホームページ
http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.html

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp
TEL.286-1123   FAX.286-1132

スポーツクラブ 
プラッツうちなだ事務局 
（内　町文化会館内） 

問い合わせ先

［月 10時～17時　火～金 10時～18時　第2・4土　13時～17時］ 
（10月は第2土曜日はお休み） 

●１０月のイベント案内

●体育館・プールの会員無料開放は下記の通りです。随時会員募集中です！
お申し込みは、プラッツ事務局まで。

イベント・セミナー名

初心者エアロビクス
（昼）

初心者エアロビクス
（夜）

太極拳

プール開放
（水中エクササイズ）

体育館開放

体育館開放

10/21（金）・11/11（金）

10/24（月）・11/28（月）

毎週火曜日（第１を除く）

10/15（土）・11/19（土）

10/9（日）・11/13（日）

10/23（日）・11/27（日）

10:00～
11:30

19:30～
21:00

13:00～
15:00

10:00～
12:00

13:00～
17:00

13:00～
17:00

勤労者体育センター

向粟崎小学校体育館

向粟崎体育館

屋内温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

日 時 間 場 所
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

中田内科病院

柴田クリニック（小・皮）

きた眼科クリニック

村田医院（内・小）

かほく市内日角6丁目35-1 TEL.283-1121

津幡町加賀爪ホ286 TEL.289-2572

宇野気医院（内・小）

望月眼科医院
かほく市宇野気33の6 TEL.283-0103

内 町旭ケ丘142 TEL.239-1515

紺谷医院（内・小）

さいとうクリニック（皮・形成）
かほく市木津へ12-1 TEL.285-0020

津幡町潟端371-1 TEL.288-4540

茶谷医院（内・小）

角田医院（内・小）

酒井医院（内・小・外）

たなべ眼科医院

内 町西荒屋53 TEL.286-8478

かほく市高松ナ15-1 TEL.281-0012

津幡町加賀爪ホ30 TEL.289-2006

津幡町北中条8-57-1 TEL.289-6340

かほく市白尾イ50-1 TEL.283-1515

内 町鶴ヶ丘2丁目8-15 TEL.286-0300

10月19日［水］
11月16日［水］

10月20日［木］
11月17日［木］

10月21日［金］
11月18日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

お
願
い

ごみ搬出量平成17年8月分

667.71
（＋ 44.74）

31.59
（△ 14.80）
699.30

（＋ 29.94）
25.94

（＋ 1.09）

27.04
（＋ 11.06）

もえるごみ
（対前月比）

平成17年

624.13
（△ 24.33）

653.73
（△ 39.26）

26.01
（＋ 4.61）

平成16年

43.58

45.57

1.03

差引（ － ）

6.98％

29.60
（△ 14.93） 1.99 6.72％

24.33
（△ 1.47） 1.61 6.62％

6.97％

3.96％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

計
（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

10月～11月
10［月・祝］

16［日］

23［日］

10月
October

9［日］
30［日］

6［日］

13［日］

11月
November

3［木・祝］

未来のためのリサイクル

※スチール缶や空ビンは絶対に持ち込まないでください。
※新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。
※新聞社から提供されるビニール製などの古新聞入れは
もえるごみなので持ち込まないでください。

A A BB

かわむら整形外科医院

沖野クリニック（内・小）
津幡町横浜へ35-3 TEL.288-2555

かほく市高松ノ1の9 TEL.281-0500

上島クリニック（婦・産・内）

二ツ屋病院（内）
津幡町清水ア25 TEL.289-2233

かほく市二ツ屋リ72 TEL.281-0172

◆祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
◆ペットボトルは、キャップとラベルをはずしてリサイクルに
出してください。リングは付けたままで結構です。

11月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

10月
もえる
ごみ

もえない
ごみ 資源物 もえる

ごみ
もえない
ごみ 資源物

12

12

12

12

14

14

14

7

14

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

5
25

11:00～12:00
18:30～19:30

21
11:00～12:00
18:30～19:30

2

18
19:00～20:00

14
19:00～20:00

18
18:00～19:00

14
18:30～19:30

18
19:00～20:00

14
19:00～20:00

18
19:30～20:30

14
19:30～20:30

17
19:00～20:00

20
19:00～20:00

17
20:00～21:00

20
20:00～21:00

17
19:00～20:00

20
19:00～20:00

18
6:30～7:30

21
6:30～7:30

25
6:30～7:30

28
6:30～7:30

24
19:00～20:00

27
19:00～20:00

24
19:00～20:00

27
19:00～20:00

20
8:00～8:30

16
8:00～8:30

25
8:00～9:00

21
8:00～9:00

25
19:00～20:00

21
19:00～20:00

25
18:30～19:30

21
18:30～19:30

25
19:00～20:00

21
19:00～20:00

25
19:00～20:00

21
19:00～20:00

25
18:00～19:00

21
18:00～19:00

25
18:30～19:30

21
18:30～19:30

9

9

9

9

11

11

11

4

11

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

問い合せ先

10月30日［日］
【次回の予定　12月18日（日）】

午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）

場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

畳た
た
み

義よ
し

晴は
る

千
鳥
台
２

桑く
わ

本も
と

律り
つ

子こ

千
鳥
台
２

杉す
ぎ

本も
と

幸こ
う

一い
ち

鶴
ケ
丘
２

ロ
サ
リ
ナ
ス

ア
ブ
ヨ

ア
リ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン

備び
ん

後ご

博ひ
ろ

司し

千
鳥
台
２

池い
け

田だ

和か
ず

子こ

千
鳥
台
２

江え

丸ま
る

達た
つ

夫お

大
根
布
８

藤ふ
じ

わ
ら

絵え

実み

大
根
布
８

八や

幡は
た

亮
り
ょ
う

輔す
け

西
荒
屋

垣か
き

内う
ち

由
佳
里

ゆ

か

り

西
荒
屋

氏

名

父
・
母

住

所

高た
か

間ま

天そ
ら

音と

真
一
・
さ
お
り

千
鳥
台
２

神
山

か
み
や
ま

仁じ
ん

建
治
・
麻
文

向
粟
崎
５

村む
ら

田た

遥は
る

夢む

孝
之
・
葉
子

向
粟
崎
２

向
山

む
か
い
や
ま

沙
姫

さ

き

武
志
・
か
お
り

北
部
土
地
区
画

中
西

な
か
に
し

優ゆ
う

海み

久
義
・
里
沙

緑
台
２

和
田

わ

だ

大だ
い

樹き

龍
介
・
彩
子

鶴
ケ
丘
２

西
山

に
し
や
ま

華は
な

崇
・
治
美

鶴
ケ
丘
４

酒
本

さ
か
も
と

桃も
も

花か

浩
充
・
亜
香
子

鶴
ケ
丘
５

福ふ
く

田だ

涼す
ず

乃の

敏
・
き
わ
子

向
陽
台
２

水
株

み
ず
か
ぶ

凪な
ぎ

彩さ

淳
也
・
志
歩

ハ
マ
ナ
ス
２

北
市

き
た
い
ち

真
愛
佳

ま

い

か

聖
寛
・
真
美

千
鳥
台
３

深ふ
か

田だ

は
な

誠
一
郎
・
美
香

向
陽
台
２

谷
上

た
に
う
え

莉
子

り

こ

詠
一
・
菜
苗

向
粟
崎
２

上う
え

野の

涼
り
ょ
う

太た

征
和
・
祐
子

向
粟
崎
４

山や
ま

田だ

久ひ
さ

翔と

裕
史
・
絵
美

大
根
布
６

宮
村

み
や
む
ら

拓た
く

磨ま

英
司
・
ひ
と
み

千
鳥
台
４

島し
ま

野の

聖せ
い

也や

祐
也
・
あ
ゆ
美

向
陽
台
１

早
稲
田

わ

せ

だ

ま
ゆ
り

智
夫
・
幸
子

向
粟
崎
１

つ
じ

開
成

か
い
せ
い

展
行
・
幸
恵

千
鳥
台
３

氏

名

父
・
母

住

所

畑は
た

莉
々
果

り

り

か

裕
志
・
香
織

千
鳥
台
２

崎
た
か
さ
き

柚ゆ
ず

杏あ

重
人
・
利
栄
子

大
根
布
１

山や
ま

田だ

龍
成

り
ゅ
う
せ
い

幸
広
・
仁
美

鶴
ケ
丘
５

実
川

じ
つ
か
わ

巧
た
く
み

浩
・
伸
子

鶴
ケ
丘
４

氏

名

住

所

年

齢

本ほ
ん

田だ

泰
隆

や
す
た
か

鶴
ケ
丘
３

43
歳

松ま
つ

野の

美
弥
子

み

や

こ

向
粟
崎
５

63
歳

川
崎

か
わ
さ
き

貞さ
だ

子こ

室

74
歳

須す

さ
き

豊と
よ

子こ

室

86
歳

八は
っ

田た

一か
ず

枝え

西
荒
屋

70
歳

山
下

や
ま
し
た

尚な
お

美み

旭
ケ
丘

41
歳

中な
か

佐さ

文ふ
み

子こ

大
根
布
２

85
歳

た
か

木ぎ

俊と
し

夫お

向
陽
台
２

76
歳

今
か
ら
18
年
前
、
当
町
に

赤
十
字
奉
仕
団
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
公
務
員
だ
っ
た
私

は
休
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

で
き
れ
ば
、
と
の
軽
い
思
い

で
入
団
、
し
か
し
今
ほ
ど
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
理
解

さ
れ
て
い
な
く
「
公
務
員
が

何
故
？
」と
の
反
対
に
あ
い
、

す
ぐ
に
退
団
せ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

６
年
前
、
退
職
を
機
に
入

団
し
、
本
格
的
に
赤
十
字
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
夕
陽
ヶ
丘
苑
や
う
ち
な
だ
の
里
の
支
援
、
相
次
ぐ
天
災
や

内
紛
等
で
苦
し
む
人
た
ち
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
、
赤
十
字

の
社
費
募
集
等
、
多
く
の
町
民
の
暖
か
い
義
援
金
が
団
員
を
勇
気
付

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
と
使
命
を
深
く
胸
に
刻
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
高
齢
者
や
子
ど
も
達
、
障
害
を
持
つ
人
た
ち
と
の
関
わ
り

の
中
で
、
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
と
健
康
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
毎
日
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
、
そ
ろ
そ
ろ
家
族
か
ら「
自

分
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
た
ら
！
」と
お
し
か
り
を
受
け
そ
う
な
今

日
こ
の
頃
で
す
。

車
道
と
歩
道
の
段
差
を
な
く
せ
ば
弱
者
に
や

さ
し
い
歩
道
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次回のまいどさんは
西田さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

徳
田
昭
一
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

西
田
恭
子
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
し

だ

き
ょ
う

こ と
く

だ

し
ょ
う

い
ち

西田恭子さん（鶴ヶ丘）

平
成
17
年
９
月
９
日
迄

◆
山
本
元
吉
様（
鶴
ケ
丘
）よ
り
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

◆
匿
名
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

◆
内

町
民
謡
協
会
よ
り
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。

◆
延
兼
亮
平
様（
ア
カ
シ
ア
）よ
り

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

氏

名

住

所

年

齢

西
川

に
し
か
わ

え
い

治じ

大
根
布
５

58
歳

岡お
か

部べ

治は
る

隆た
か

鶴
ケ
丘
２

63
歳

山
た
か
や
ま

正ま
さ

夫お

鶴
ケ
丘
４

67
歳

中な
か

尾お

未み

承
し
ょ
う

向
陽
台
２

79
歳

稲
本

い
な
も
と

利
彰

と
し
あ
き

鶴
ケ
丘
４

82
歳

南み
な
み

初は
つ

子こ

西
荒
屋

89
歳

「
本
来
、
８
月
号
に
掲
載
す
べ
き
と
こ
ろ
、
今
月
号
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。」
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旭ヶ丘（ニューアカシア）公民館落成式
昭和46年4月16日

第6回

「ニューアカシア」、現在の旭ヶ丘はこう呼ばれ

ていた時代がありました。旭ヶ丘は向粟崎に造成

された団地で、造成以後しばらくはニューアカシ

アと呼称されていました。しかしアカシア団地と

紛らわしいことから町会で名前を公募し、昭和47

年9月1日登記簿上も「旭ヶ丘」という名になりま

した。昭和33年に内 で初めて着工されたアカ

シア団地を初めとし、鶴ヶ丘、旭ヶ丘、緑台、向陽

台団地などの相次いだ宅地造成により、内 町は

昭和45年から51年の間に一気に7,000人もの

人口増加に至りました。この頃造成されたこうし

た団地が「住宅都市」という特徴が色濃い現在の

内 の姿を形作っています。

●戸籍欄にもニューアカシアという地名がちらほらと。確かにアカシアと紛らわしい。

発 行

〒920-0292 石川県河北郡内　町字大学１丁目２番地１
TEL（076）286-1111／FAX（076）286-0617
Eメール：uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

●広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL（076）286-6753

http://www.nsknet.or.jp/uchinada/
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取
材
中
、
新
し
い
駐
車
場
な

ど
を
見
て
、「
こ
こ
は
、
前
に
は

何
が
あ
っ
た
っ
け
？
」
と
思
う

の
で
す
が
、
思
い
出
せ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
き
っ
と
何
十
、

何
百
回
と
私
の
視
界
に
入
っ
て

い
ま
し
た
が
私
は
そ
れ
を
見

て
は
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
対
象
に
注
意
を
払
い
、
意

識
的
に
「
見
て
い
る
」
も
の
は

一
体
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な

ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
。

K．
K．

声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
る
、

言
う
は
易
く
行
う
は
難
き
こ

と
で
す
。
先
の
総
選
挙
で
は
小

泉
旋
風
が
吹
き
荒
れ
、
国
民
の

６
割
を
超
え
る
人
が
投
票
と

い
う
意
思
表
示
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
一
人
一
人
の

声
が
国
政
に
反
映
さ
れ
る
か

と
い
う
と
、話
は
ま
た
別
で
す
。

小
さ
な
声
は
最
大
公
約
数
と

い
う
大
き
な
う
ね
り
に
呑
み

込
ま
れ
、
民
主
主
議
の
流
れ
に

姿
を
変
え
て
具
現
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
国
政
と
い
う
無
邊

む

べ

な
る

も
の
の
姿
で
し
ょ
う
。
翻

ひ
る
が
え

っ
て

地
方
自
治
は
。
切
実
な
声
の
多

く
は
翅は

ね

の
下
に
畳た

た

ま
れ
、
す
だ

く
虫
の
音
に
か
き
消
さ
れ
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
秋
の
夜

長
、
公
聴
広
報
と
い
う
仕
事
の

重
さ
に
心
を
鎮し

ず

め
た
こ
と
で

し
た
。

M．
K．


